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▶本誌の担当になって数か月が経ち，月刊誌の時
間の進むサイクルの早さには多少慣れてきましたが，
7月に入った頃から来年の話をしていることに頭が
まだまだ追いついておりません。自分のことだけでな
く，スタッフのことや自部署，ひいては病院全体のビ
ジョンを作っていく看護管理者のみなさんのお仕
事に頭の下がる思いです。今月から読者アンケート
を実施しておりますので，この先のよりよい誌面づくり
のためにぜひ皆さまの声をお寄せいただけましたら
幸いです。▶日本が亜熱帯化していると言われて
久しいですが，数年前に亜熱帯のベトナムに行く機
会がありました。街中でも暑い時間帯は日陰にある
ハンモックでゴロゴロとしている人がたくさんいて，つ
い日本の「働き方」と比べてしまいました。エアコ
ンの効いた部屋で壁に穴を開けないハンモックに
揺られながら猫を撫でるのが夏場のルーティンに
なっています。� （石塚）

▶さる7月2日，医学書院ナーシングカフェ（セミ
ナー）「看護管理者のためのスタッフケアとセルフケア
─こころとからだをケアして，信頼しあえる職場づくり
へ」を開催しました。本誌プロデュースではワーク
ショップ型のセミナーは初めてだったのですが，約60
名もの読者の皆さまが全国からお集まりくださいまし
た。講師には中野民夫先生と栗原幸江先生をお迎
えしました。対話やナラティブを基盤に，個人と組織
の支援を数多くご経験されてきたお2人による，場の
雰囲気をありのまま丸ごと受け止めるようなファシリ
テーションで，豊かな時間が形成されました。「これま
でのキャリアや現場の課題を語り合い，じっくりと聴き
合う体験を通じて，ご自身のこころとからだが解放さ
れた」と参加者アンケートにお書きくださった方が多
くおられました。東京・本郷の地での1日リトリート，ま
た開催できればと思っております。� （小齋）
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高齢者の安心・安全な在宅療養を支える 

病院の救急医療と 
地域・在宅との連携
地域包括ケアシステムの構築が推進される中，在宅療養をする患者や居住系施設で過ごす高
齢者が増加しており，それに伴い高齢者の救急搬送も増加しています。また，急性期病院の救
急臨床においては，受診患者に占める高齢者の比率が年々高まっており，平時からの在宅医
療側との連携体制の構築が急務となっています。�
「ときどき入院，ほぼ在宅」を実現するために病院の救急医療と在宅医療はどのように役割分
担をし，安心・安全な高齢者の在宅療養を支える必要があるのでしょうか。各地の医療資源
の特性も踏まえながら，地域における自施設の救急医療が果たす役割を再考する必要がありま
す。�
次号では，高齢者の在宅療養を支えるための病院の救急医療と地域・在宅との連携体制の
ありようについて，看護連携を1つの柱にヒントを提示します。

救急医療と在宅医療の連携の現状と課題◉坂上祐樹
【座談会】高齢者の安心・安全な在宅療養を支える救急医療と在宅医療の連携
◉浅香えみ子／太田祥一／尾崎直子／金子絵里香
「救急・在宅医療連携による地域介入が終末期医療に及ぼす影響の実証と
メカニズムの解明」研究について　よりよい高齢者の意思決定を支えるために◉山岸暁美
地域包括ケアシステムにおける高度急性期病院の役割
患者の意向に寄り添い，早期介入で不要な入院を防ぐ武蔵野赤十字病院の看護実践
◉奥田悦子／加藤恵
在宅医療と救急医療を「つなぐ」看護師の実践◉土倉万代
医療ソーシャルワーカーからみた救急医療における退院支援の現状◉山根修
巻頭

大学院で学ぶ看護管理学現場の実践から新たな「知」を生むために⑩
日本赤十字看護大学大学院
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